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『京都大学高等教育研究』編集規定
（平成 18年 5月 1日改正）
  1  ．本誌は高等教育研究を目的として、京都大学高等教育研究開発推進センターが発行する研究誌である。
  2  ．本誌には、本センター関係教員の論考、共同研究の報告その他本センターの研究活動、本学の高等教育改革に関
する記事等を編集掲載する他、投稿論考を掲載する。ただし、投稿論考については、当分の間、次項に規定する
編集委員会が、編集上の責任を負える範囲でのものに限定する。
  3  ．本誌の編集のために編集委員をおく。編集委員長は、センター長が委嘱する。編集委員長は編集委員若干名を委
嘱する。編集事務を担当するために編集幹事をおく。編集幹事は編集委員長が委嘱する。編集委員長及び編集委
員の任期は 1年とする。ただし、再任を妨げない。
  4  ．編集委員会は、各年度の編集方針その他編集に必要な事項を定める。
  5  ．本誌に論考の掲載を希望する者は、所定の投稿規定及び編集委員会の定める各年度の編集方針に従い、編集委員
会事務局に送付しなければならない。
  6  ．投稿された論考の掲載および論考の区分は、編集委員会の合議によって決定する。




（平成 24年 3月 1日改正）
（全般）
  1  ．論考の内容は、日本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとし、かつ、当分の間、編集委員会が、編集上の
責任を負える範囲でのものとする。この責任の範囲については、投稿の前に、編集委員会に問い合わせること。 






  3  ．論考は未発表のものに限る。ただし、口頭発表及びその配布資料はこの限りでない。
  4  ．論考を投稿する場合、研究論文、研究ノート、実践報告のいずれかの希望する区分を明記する。なお掲載にあ 
たって編集委員会が区分の変更を求めることがある。
  5  ．投稿された論考は、レフェリー制度を通じて選定の上編集される。投稿原稿は原則として返却しない。 
  6  ．論考は原則として日本語あるいは英語を用いて作成すること。
  7  ．原稿は原則として以下の作成要領により、ワープロソフトによって作成するものとする。ただし、センター教 
員・共同研究論考の分量については、この限りではない。
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〈日本語の場合〉
・A4版用紙を縦位置で使用し、横書きとする。








・フォントは Times New Romanとし、サイズは 12ポイントとする。
  8  ．原稿 1部を編集委員会に提出する。また、別紙として、氏名（ふりがな）、所属（職名その他を含む）、連絡先（郵
便番号、住所、電話番号）、希望区分（研究論文、研究ノート、実践報告のいずれか）を記入した用紙を添付する。
（用語）




















Hermans, H. J. M. (1995). From assessment to change: The personal meaning of clinical problems in the context of the self-
narrative. In R. A. Neimeyer, & M. J. Mahoney (Eds.), Constructivism in psychotherapy (pp. 247–272). Washington, DC: 
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